
 

 

 

 

 

 

  

夏まつりで思ったこと 

 

今年の梅雨は例年よりも長い梅雨期間だったよう

ですが、大きな被害もなく、夏を迎えることができ

ました。しかし、あちらこちらで豪雨被害の報道が

あり、毎年どこかでつらく悲しい思いをされている

方がおられることに心が痛みます。これから台風な

どの心配もありますので、園では、防災用の備蓄な

どの再点検をして十分備えをしていきたいと思って

います。 

さて、７月 22 日に４年ぶりの夏祭りを開催いた

しました。開催にあたっては、コロナが５類になっ

たとはいえ、まだまだ感染の心配はあったのですが、

「いつまでも足踏みしていては、子どもたちにとっ

て今しかできない楽しい経験をさせてあげられな

い」と決断し、開催することといたしました。保護

者の中には、戸惑う方もおられたかと思いますが、

たくさんの方にお越しいただき、にぎやかに開催す

ることができました。 

食品などの前売り券のお知らせをしたところ、ほ

とんどの方がたくさん購入してくださり、皆さん楽

しみにしてくださっていることが伝わり、開催する

ことを後押ししてくださっているようで、とても嬉

しく勇気をいただきました。すいこう自慢のカレー

やから揚げなどは早々に完売し、お忙しい中、おい

でいただいた地域の方や卒園した子どもたちは「何

か食べるものがあったかなあ」、「楽しんでもらえた

かなあ」と気になっているところです。でもみなさ

ん、ご家族でおいしそうにぶっかけうどんやかき氷

を食べたり、お知り合いの方や職員とおしゃべりを

して、笑顔で楽しんでおられたように思います。陰

のない園庭のテーブルで、赤ちゃんを抱えながら食

事をされている方に、「暑くてごめんなさね。お部屋

が涼しいけれどいっぱいですね。」と声をかけると、

「大丈夫ですよ。楽しんでいますから。」と言ってく

ださいました。月曜日も出会った保護者からも「初

めての夏祭りだったけど、思っていた以上に楽しか

った」とか「全部おいしくて、当日券も買った」「楽

しい行事を開催してもらって良かった。」などと嬉し

いお言葉をいただき、皆さんのあたたかいお気持ち

に私たちの方が恐縮するとともに、心から嬉しく思

っております。 

しかし、その反面、保護者の皆さんにも考えてい

ただきたいことがありました。それは、幼児、小学

生が園庭を走り回っており、注意をしてもまたすぐ

走ってしまっていました。楽しい気持ちになり、思

すいこう認定こども園 令和５年  8 月の園だより  

お盆 

ご先祖様の霊をお迎えして、供養を

する行事です。この日は、亡くなった

方々の魂が戻ってくるといわれてい

ます。 

家族や親せきが一緒に過ごし、仏

壇、お墓の前で手を合わせることは、

たくさんの人々とのつながりを感じ

ることのできる良い機会です。 

平和に関連する絵本を少しですが用意

しましたので、一部紹介します。事務

室前に置いていますので、親子で読ん

でみてください 

当園でお世話になっ

ているとこ先生が描

かれた絵本です。 

沖縄在住の安里有

生くんが小学1年生

の時に作った詩が

絵本になりました。 

平和についてわか

りやすく、子ども

たちと一緒に考え

る絵本です 

他の絵本とは違っ

た角度から戦争と

平和について伝え

てくれています。 

 

 

しかし、その反面、保護者の皆さんにも考えてい

ただきたいことがありました。それは、幼児、小学

生が園庭を走り回っており、注意をしてもまたすぐ

走ってしまっていました。楽しい気持ちになり、思

わず体が動いて走ってしまったのでしょうが、小さ

なお子さんや食事を運んでいる保護者の方とぶつか

りそうになっていました。保護者の方は、注意をす

るわけでもなく座り込んでおられましたので、「危険

なので、お子さんから目を離さないように。」とお願

いをしました。楽しいお祭りなのに注意をされ、嫌

な思いをされた方もおられるかと思いますが、「こど

も園の小さなお祭り」と言えども学校という公的な

場です。そういう場での過ごし方を教えてあげるの

は、保護者を含め私たち大人の務めだと思います。

多くの方に「楽しいお祭りだったよ。」と言っていた

だいたのですが、今後の行事が更に楽しくなるため

に保護者の方にも日ごろから公的な場での過ごし方

などをお子さんに伝えていただければと思います。 

年長さんは、夏休み特別企画として８月２日に筆

の里工房で開催している「こびとづかんの世界展」

へ見学に行きます。夏休み中なので、たくさんの方

がおられることと思いますが、今年の年長さんは、

先生のお話をしっかり聞いてくれます。公共の場で

の約束を守りながら、大好きなこびとたちとの出会

いを楽しんでくれることでしょう。 

今年も平和公園では、78 回目の平和祈念式典の

準備が始まっています。戦争を知らない私たちは、

子どもたちと夏まつりや水あそびなどさまざまなあ

そびを無心に楽しんでいます。とてもありがたいこ

とですが、今、争いが起こっている国の子どもたち

は、ちょっとした物音におびえ、食べるものさえな

いのです。笑顔なんてできるわけもなく、不安で不

安で小さな胸は張り裂けそうなことでしょう。私は、

「今日も子どもたちと楽しく過ごせた。子どもたち

の笑顔を見ることができた。」ということが普通であ

ることに感謝し、それがこれからもずっと続くこと

を願っています。そして、子どもたちの笑顔がいか

に尊く、その笑顔を守ることがどれほど大切なこと

なのか感じながら過ごしていきたいと思います。 

         園長 上原玲子 

 

自分より大切な存在ができた 
生まれて初めての経験 
ずーっと大好きでいたいと思っていた 
でも、今の私は怒ったり、イライラし
てばかり… 
だけど、本当はいつでも大好きなんだ
よ 
ずーっと ずーっと大好きなんだよ 
わかってくれるよね 
今度、ちゃんと伝えるね 

 

子どもたちは、大好きだよと言われる
と、本当にうれしそうにしてくれます。
そういう言葉を言っている自分も最高
の笑顔のはず…。 
大好きだよという気持ちをちゃんと言
葉で伝えてあげましょう 
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